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地質調査・地下水調査・赤外線劣化診断調査

さく井工事・温泉掘削工事・地中熱システム関連事業

地球環境に融和し、地球資源の有効活用に貢献する。

豊かな大地を未来へ
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常務執行役員支社長　向田　 昇
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―人と自然が微笑む社会へ―

〒980-0021 仙台市青葉区中央1-6-35  TEL.022（261）0404
https://www.dd-con.co.jp

株式会社

https://www.geoce.co.jp/�https://www.geoce.co.jp/�

　日本は、その位置、地形、地質、気象などの自然的条件により台風、豪雨、洪水のほかがけ崩れや土石流、地す
べりなどの災害が発生しやすい国土となっています。国と地方公共団体等をはじめ、広く国民がこうした災害
に対して、認識を深め備えを充実強化し、未然防止と被害の軽減を図れるよう9月1日を「防災の日」、この日を
含む1週間を「防災週間」に定めています。近年、台風や豪雨などによる甚大な被害が増える中、住民による自
助、地域住民と企業等の連携による共助、行政による公助を組み合わせ、対応することが求められています。

安全・安心な国土発展に寄与する3団体

防災の日防災の日防災の日防災の日9月1日は9月1日は

正会員50社、準会員１社、賛助会員9社
地質、土質、地盤、地下水などの、地中を対象とした技術情報を提供し、優れた専
門技術をもって安全・安心な社会づくりに貢献するとともに、地質調査業の社会
的な評価の向上に努める。
https://www.tohoku-geo.ne.jp/  ■ＴＥＬ：022-299-9470
〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-8（パルシティ仙台１階）

■会員数：
■方　針：

■Ｈ　Ｐ：
■所在地：

　温暖化の影響を受けて近年は異常気象に伴う災害が頻発して
おります。「観測史上最大」とか「これまでに経験したことのない」
などの降雨や災害は珍しくなくなりました。本年７月中旬に秋田
県で発生した梅雨前線に伴う豪雨は、停滞する雨雲により秋田市
の中心市街地を含む広範囲に過去最悪となる浸水被害をもたら

しました。さらに８月には台風６号と７号の連続する襲来により、日本列島の各地
域で河川の氾濫、土砂崩落、道路の決壊等の災害が発生しました。
　近年は豪雨災害の常態化に加え、地震災害の懸念も存在しています。このような状
況の中、防災・減災への取り組みとして重要なのが災害危険箇所の調査や災害リスク
の正確な把握です。皆さまの地域の地盤情報に精通した我々東北地質調査業協会の会
員企業、そして地質技術者が皆さまの安全・安心な地域づくりに貢献してまいります。

一般社団法人
東北地質調査業協会

理事長
奥山  清春

　孫子の兵法の「風林火山」には、「動かざること山の如し」とされて
いますが、近年、地震、地球温暖化に伴う異常気象による豪雨によ
り、多くの斜面災害が発生しています。また、豪雨時には、マスメ
ディアにより「命を守る行動」をとるよう報道されていいます。
　これは、斜面災害の素因として、日本列島には無数の活断層が存
在し、急峻な地形・複雑な地質・脆弱な地盤から成り立っているため

です。さらに、近年、誘因である地震・豪雨が頻発に発生しています。本年も６月～８月
にかけて、梅雨前線、台風、線状降水帯の発生により日本各地が豪雨災害に見舞われ、
住宅被害のほか、土砂崩落、交通機関等に大きな影響を与えています。
　当協会では、異常気象により発生頻度が増している斜面災害に対して、予防・被災後
の復旧・既設構造物の長寿命化等に関し、調査・設計・施工の防災技術に関する豊富な
経験と知識・技術を有する技術者集団として、地域住民皆さまの安心・安全を守り斜面
防災対策事業に貢献してまいります。

正会員24社、賛助会員17社
地すべり対策、がけ崩れ対策、雪崩対策技術の向上および斜面防災事業の健全な
発展を図り、もって斜面防災対策事業の普及と促進に協力し、国土の保全と民生
の安定に貢献する。
https://www.jasdim.or.jp/（本部）  ■ＴＥＬ：022-257-1657
〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-8（パルシティ仙台１階）

■会員数：
■方　針：

■Ｈ　Ｐ：
■所在地：

一般社団法人
斜面防災対策技術協会東北支部

支部長
奥山  信吾

　当協会は地下水を掘り当てその水を提供する「井戸」をつくる
ことで社会に貢献しています。東北地方に甚大な被害をもたら
した東日本大震災の発生から12年が過ぎました。その後も全国
各地にて、毎年のように地震や豪雨に伴う自然災害に見舞われ
ております。このような大規模な災害には多くの場合断水が発

生し、本年７月中旬の秋田県を襲った豪雨では秋田市をはじめ男鹿市や五城目町
等で8,000戸以上の断水が発生しました。災害時には井戸水が重要な役割を果た
しております。
　当協会は自然災害に対しての防災井戸はもちろん、温泉井や地中熱利用井戸、
さらには温暖化対策として二酸化炭素の地層貯留井など、さく井業を通じ地域の
安全・安心なまちづくりに貢献してまいります。

正会員23社、賛助会員6社
さく井技術の向上ならびに技術の伝承を図るとともに、地下水の保全・開発につ
いての調査・研究等を行い、もって国土の環境保全に努め、社会の健全な発展に
寄与し、さく井業の健全な発展を図る。
https://www.sakusei-tohoku.jp  ■ＴＥＬ：022-257-1614
〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-8（パルシティ仙台１階）

■会員数：
■方　針：

■Ｈ　Ｐ：
■所在地：

一般社団法人
全国さく井協会東北支部

支部長
坂本  興平

ごあいさつごあいさつ

激甚化する自然災害から
私たちの地域を守ります


